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人
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敬
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^
表
す
る
に
：咨
か
な
ら
ざ
る
と
间
時
に
、
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斯
く
办
如
き
大
本
事
に
侬
り
で
雅
典
の
：#
數
市
民
杧
仕
事
を
與
：4
る
の
ー
：事
は
蕺
_

時
0
情
勢
に
於
い
.て
^
/
可
か
ら
ざ
る
も
の
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り

-,
1
.を
認
め
ざ
る
を
得
ざ
：る
な
り
0
事
實
1:
、
-.
厂
切
；の
者
が
.悉
く
國
家
，§
支
拂
令
！
く
石
も
の
^
爲
？
つ〜

ぁ
る
0
.時
、
神
を
敬
ひ
、美 

を
愛
す
る
國
民
中
.の
麗
：耍
部
分
を
形
成
す
る
技
エ
に
對
レ
て
何
等
わ
滿
足
を
乂
與
へ
ず
し
て
過
ぐ
る
こ
，と
.は
^
明
な
_る
民
生
的
政
治
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の
到
底
忍
ぶ
可
ら
ざ
る
所
な
り
。：
斯
く
て
べ
：リ
ク
レ
ス
は
、富

者
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:
し
.て
.國
家
の
：負
撸
に
财
政
，的
に
參
加
せ
し
め
.、
又
農
民
に
土
啮
を
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ぐ
ん
と
す
る
社
會
的
目
的
，を
以
つ
.て
せ
る
ク
V
,ル
キ
ァ
M

夏
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、
の
«
設
と
共
に
、
公
の
大
工
事
を
起
し
て
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市
を
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併
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て
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總
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滿
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ら
れ
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義
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)
國
際
收
支
及
び
國
際
貸
借
な
る
言
葉
の
意
味
に
就
い
て
は
、
拙
著f

國
際
金
融
總
論』

第
四
草
、及
び『

國
際
貸
借
の
現
狀』

第
一
常
參
照o 

一
體
陲
際
收
支
®
定
力
ら
如
何
な
る
®
民
經
濟
的
推
論
が
惹
か
れ
得
る
か
と
宏
ふ
問
題
は
、
時
代
の
異
る
に
從
っ
て
^
ひ
異
る
方
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を
以
て
解
答
の
與
へ
ら
れ
た
問
題
で
あ
る
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或
る
時
代
に
は
、
單
純
に
國
民
經
濟
の
隆
皆
又
は
衰
退
に
關
す
る
判
定
が
之
に
求
め
ら
て
たc 

殊
に
贸
易
差
紅
又
は
國
際
收
支
差
額
の
み
が
重
視
さ
れ
た
時
代
に
は
、
そ
れ
は
國
民
經
濟
の
順
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は
す
も
の
と
看
做
さ
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に
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て
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際
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支
勘
定
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經
濟
の
世
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經
濟
的
關
聯
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ら
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ず
る
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問
題
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決
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鍵
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て 

ゐ
る
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で
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際
收
支
勘
宠
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な
る
意
義
を
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す
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で

あ
る
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笫
一
、
靡
收
支
勘
觉
は
、

一
國
说
經
濟
の
對
外
的
襲
關
係
に
關
す
る
概
観
を
與
へ
る
し
、
又
一
一
個
の
國
際
收
支
勘
審
比
較
す 

れ
ば
、
斯
る
關
係
の
變
化
の
概
機
が
明
か
に
さ
れ
る
。
勿
論
世
撂
經
濟
的
に
茁
耍
な
經
過
や
狀
態
の
金
體
が
國
際
收
支
勘
宛
か
ら
究
全 

に
認
識
さ
れ
得
る
譯
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
併
し
他
の
諸
國
の
國
際
收
支
勘
宛
と
の
比
較
對
照
に
依
り
、
及
び
國
段
經
濟
の
對
內
康
情 

に
關
す
る
統
計
的
•非
統
計
的
知
識
の
參
照
に
依
っ
て
、
正
.確
な
解
明
が
可
能
と
な
る
。
即
ち
一
國
の
佌
界
經
濟
的
關
聯
の
樣
相
は
、
例 

へ
ば
國
內
商
業Q

取
^
:高
、
國

內

塞

Q

高
、
輸
出H

畫

び

國

內H

業

に

於

け

る

謹

霞

裏

G

割
合Q

蕾
が
知
ら
れ
る
場
合 

に
积
め
て
國
際
收
支
拟
免
力
ら
^
定
し
得
る
の
で
あ
る
。
又
輸
出
の
總
國
際
收
支
勘
定
に
現
は
.れ
た
V
け
で
、
そ
れ
が
向
國

原
料
品
の
加
工
に
關
し
て
ゐ
る
か
或
は
外
國
原
料
品
の
加
工
で
あ
る
か
、
外
國
商
品
の
單
な
る
洱
輸
出
で
あ
る
か
、
獨
$
狀
態
に
在
る 

か
或
は
競
爭
狀
態
に
：在
る
か
、
輸
出
市
場
獲
得
に
際
し
て
の
難
易
等
が
明
か
に
さ
れ
て
.居
ら
な
け
れ
ば
、
何
等
の
；確
證
を
與
ふ
も
の
で 

は
な
.い

.°
同
様
の
留
保
が
、
.
.他
の
大
'多
數
の
項
1=
|
に
就
い
て
も
爲
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
要
す
る
に
.收
支
勘
定
は
、
國
民
經
濟
の
世 

界
經
濟
的
地
位
.の
認
識
に
必
要
な
資
料
を
包
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
1
此

資

料

は.'
^

れ

丈

で

は

的

確

な

制

定

を

下

す

の

に

は

十

分 

で
な
く
、
.他
の
統
針
的
及
び
非
統
計
的
知
識
の
補
充
を
必
要
と
す
る
の
.で
あ
る
。
換
曹
す
れ
ば
、
國
際
收
支
勘
定
は
そ
れ
自
體
を
以
て 

し
て
は
、
.先
づ
第I

に
、

—*
國
民
經
濟
と
諸
外
國
と
の
間
に
行
は
れ
る
。
最
重
要
の
經
濟
的
移
轉
の
額
と
種
類
と
を
、
示
す
も
の
に
外
. 

な
ら
ぬ
。
而
し
て
.一
定
期
間
內
：に
如
何
な
：る
頃
目
が
增
大
し
、
如
何
な
る
も
の
が
縮
小
す
る
：か
を
表
は
し
、
又
如
何
な
る
移
動
が
相
互 

に
關
聯
を
有
す
る
か
の
推
測
を
與
へ
る
の
で
あ
る
。.
積
極
的
な
因
搌
的
推
論
は
直
ち
に
之
に
求
む
，る
こ
と
は
出
來
な
い
。
.

第
二
、
國
際
收
支
：勘.定
の
諸
項
回
は.全
體
.と
し
'て
相
互
：に
依
存
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
依
苻
の
仕
方
は
、
勘
：定
の
ー
方
の 

側
に
於
け
る
或
る
項_

の
.如
何
な
る
變.化
も
、.
他
の
側
.に
於
け
.る
項
目
の
平
行
的
の
：變
動
に
よ
つ'て
：か
、
-J
C

は
同
じ
側
の
项
目
の
.反
對 

方
向
-
の
變
動
.に
ょ
つ
て
か
、
何
れ
か
に
依
つ
て
平
均
さ
.れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と

^

ふ
こ
と
で
あ
る0
,
唯
具
體
的
の-«
合
に
於
、
て
何 

れ
P

運
動
が
原
因
で
あ
り
、®

れ
が
結
果
で
あ
る
か
に
關
す
る
推
定
は
、
.
.金
情
勢
を
'評
宠
'1
>

て
.初
め
、て
決
定
し
得
る
こ
と.で
あ
る
。
如 

何
な
る
部
類
ゎ
項
目
と
雖
も
、
他
の
：項
目
に
：先
行
す
：る
と
極
ま
.つ

：

て
居
る
譯
.で
は
な
く
、
因
梁
關
係
は
何
れ
の
方
向
に
も
可
能
な
の
で 

あ
る
。
例
ぺ
ば
商
品
輸
出
の
增
大
找
資
本
輸
5

2
の
結
课
で
あ
り
得
る
じ
、
，反
對^
賓
沐
靡
出
ガ
貿
名
に
雇
す
る
こ
と
も
あ
る
0

又
何
. 

等
か
他
.の
項
_

の.：移
動
め
結
果
で
あ
ゐ
か
も
細
れ'»
い
0

同
機
に
丧
期
，
短
期
の
資
本
取
別
の
差
額
が
‘、
商
品
及
び
勞
務
勘
宛
か
ら
生 

P

際
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勘
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ょ
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友
る
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麗
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濟
の
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.#
^
^

^

相

對

的

に

不

變

で

あ

る

と

、
..そ

の

間

に

因

果

的

關

係

が

指

摘

し

锊

ら

れ

る 

.
:
や

ぅ

に

見

え

る

け

れ

.

ど

も

，、

推

論

は

：あ
，ら

ゆ

る

.關

係

事

實

の

綜

合

时

考

察

に

待

た

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

0

一

 

例
を
擧
げ
る
と
、
部
々
外
國 

へ
支
拂
ふ
利
子
金
額
が
資
本
輸
：入
額
.に
等
し
い
'と
し
.て
も
、
.斯
る
外
偾
借
入
を
.必
要
，な

ら

し

む

：る
も

.の
：が
利
子
負
擔
だ
と
直
ち
に
推

 ̂

す

る

こ

と

は

，
出

.來

な

い

‘
.
の

で

：
あ
.

石
：。
勿

論

斯

る

場

合

に

は

、
爾

餘

の

.全項
！！！：

が

不

變

に

存

す

る

と

沄

ふ

前

提

が

'充

た

さ

れ

て

ゐ

る

か

何 

ぅ

か

を

翩

慮

し

な

け

れ

ば

な

，ら

.ぬ
が
、
實
際
に
於
い
.て
輸
出
入
は
他
の
諸
项
固
と
同
檨
に
、
.そ
れ
が
所
定
.の
契
約
‘に
ょ
り
豫
定
金
額
を 

以
て
現
は
れ
：ぬ
.限
り
、
經
濟
愦
勢
の
推
移
に
依
#
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

.

第
三
、
.國
際
收
茭
勘
宛
は
、

一
宛
期
間
の
現
象
を
明
か
な
ら
し
む
る
。
併
し
國
拔
經
濟
の
世
界
經
濟
的
交
通
關
係
の
將
來
の
m
態
に 

就
い
て
、

.»
際
收
茭
勘
宛
か
ら
直
ち
に
推
定
を
下
す
譯
に
は
行
か
ぬ
，。

一
顼
因
の
'將
來
の
變
化
が
爾
餘
項
目
の
高
さ
に
如
何
'な
る
影
響 

.を
及
ぼ
す
か
と
云
ふ
调
題
は
、
.寧
ろ
國
民
經
濟
的
並
に
1«
:
界
經
濟
的
事
熊
金
體
の
包
括
的
分
析
に
迤
い
て
の
み
、
解
明
し
得
ら
れ
る
の 

.で
あ
石
。
斯
.る
分
析
並
に
判
宛
に
際
し
て
は
、
過
去
期
間
の
.現
象
の
様
相
は
た
t
手
褂
り
を
提
肫
す
る
丈
で
あ
るo 

.

今
日
此
種
問
题
の
最
煎
要
の
靡
例
と
し
て
、
賠
償
給
付
能
力
の
問
題
を
撰
べ
ば
、
そ
の
能
*
不
能
は
、
賠
傲
給
时
以
前
の
一
定
期
間
に 

於
付
る
國
傺
收
支
勘
定
か
ら
は
確
か
に
決
宠
さ
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
輸
出
入
貿
易
、海
運
及
び
信
用
取
引
、
保
險
及
び
證
淥
市
場
等 

. 

,は
今
日
の
經
濟
制
度
で
は
最
も
活
潑
な
自
動
的
運
動
に
曝
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
.る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
意
識
的
な
財
政
•金
融
。
工
業
等 

の
諸
政
衆
.の
影
響
を
も
受
く
る
も
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
程
度
に
風
つ
如
何
な
る
時
期
に
斯
る
影
響
が
あ
り
#
る
か
は
、
人
に
ょ
っ
て

著
し
く
意
見
の
相
‘違
す
る
所
で
あ
る
が
、
こ
の
點
は
.一
般
に
は
.言
ひ
得
な
'い
こ
と
で
、
.個
々
の
場
合
：に
就
い
て
そ
の
可
能
性
を
判
定
す 

る
の
外
は
な
い
。
.而
し
：て
斯
る
意
識
的
政
策
の
：影
響
が
强
け
れ
ば
强
い
ほ
ど
、
國
際
收
支
分
析
の
結
梁
は
不
確
實
と
な
り
、
前
客
が
弱 

け
れ
ば
そ
れ
丈
後
渚
は
確
實
と
な
^
。
，尤
も
斯
る
問
題
は〔

要
求
■
と

典

履

，行

と

が

.

一
行
爲
に
合
致
す
る
龄
物
、
相
續
財
産
、
戰
利
品
及 

び
移
段
財
産
の
如
き
現
物
移
讓
の
‘場
合
に
は
#
在
し
な
い
。
.
.そ
の
.他
の
場
合
に
は
總
て
、
新
ら
た
な
取
引
珩
爲
に
ょ
っ
て
均
衡
が
窗
ら 

.さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
.ぬ
が
、
こ
の
均
衡
過
程
を
通
じ
て
、
諸
項
目
が
如
何
な
.る

變

化

を

蒙

っ

た

：か.?
:
、

國

際

收

支

勘

宛

は

指

承

す

る

の 

で
あ
る
。
但
し
そ
の
指
汞
す
る
所
は
結
集
丈
で
あ
づ
て
、
現
實
に
行
は
：れ
た
過
程
を
'の
も
の
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

.第
四
、
國
際
收
支
勘
定
は
、
.公
私
財
政
の
實
行
豫
箅
と
向
一
の
役
割
を
艰
た
ず
も
：の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
外
國
の
商
品
、
'勞
務
、
及 

び
支
拂
手
段
.に
對
す
る
幾
何
の
需
要
が1

.經
濟
期
間
に
.充
足
.さ
る
ベ
き
.で
あ
っ
た
.か
、：

又

如

何

な

'‘.る

方

法

を

以

て

こ

の

#

要

が

充

足

さ 

れ

た
.か
を
、
示
す
の
，で
あ
る
。
併
し
現
在
作
製
さ
れ
る
國
際
收
支
勘
定
は
斯
る
饪
務
を
{元
全
に
见
し
て
は
居
ら
な
い
？
何
と
な
れ
ぱ
、 

或
る
重
要
項
因
に
就
い
て
は
貸
方
及
び
借
方
兩
者
の
完
全
な
數
字
が
與
へ
ら
れ
な
い
で
、
そ
の
差
額
だ
け
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で 

あ
る
。
例
へ
：ば
.短
期
债
務
と
か
、
；
.外

國

支

拂

手

段

の

取

引

と

：か

の

如

き

：

も

.

の
：で
あ
る
。 

''

.

.第
五
、
.最
後
に
.法
意
す
べ
き
.，は

、

爲

替

相

場

の

運

動

を

國

際

收

支

勘

定

か

.ら
究
明
し
ょ
ラ
と
す
る
場
合
に
，.は
、.
國
際
收
支
勘
定
な
る 

概

念

が

前

と

相

違

し

，た

意

味

に

«
ひ

ら

れ

る

、
と

去
.ふ
こ
と
で
#
1る
;0
と
.
.の
場
合
に
國
際
收
突
勘
定
は
'、何
等
か
の
取
引
當
日
に
於
け
る 

:

爲

替

市

場

の

：需

要

供

給

の

關

懷

を

ば

、
意

味

す

る

も

の

：
に

外

な

ら

ぬ

？

換

言

：ず

れ

ば

：、
：

"或

るr

時
：點

に

於

s

て
.收

支

さる
ベ
き
偾
權
及 

び
偾
務
で
あ
る
。
こ
れ
に
尉
し
て
年
ぶ
の
國
際
收
实
勘
定
は
ハ
觀
念
^

'

*々
の
.取
引
當
R
に
於
け
る
寶
買
勘
宠
の
總
計
と
し
て
解
釋 

.國
際
收
支
勘
宠
ょ
5
觀
た
&'
狄
國
鹿
經
濟
办
仳
界
火
戰
後
ゆ
於
け
る
推
移 

六

七

.c: 
ニ

一

四
九)
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ニ
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す
各
&-

扮
が
出
來
よ
ぅ°,
併
し
な
が
ら
乙
の
断
除
收
支
银
勘
定
は

^

.

ー̂

期
間
忆
於
け
る
爲
替
相
場
運
動
の

.說
明
に
は
、
そ
の
売
全
な 

形
徽
.を
以
で
し
セ
も
俠
立
ち
得
な
い

>

藎
し
其
諸
項_

呔
マ
部
分
爲
替
相
場
變
動
の
結
艰
と
し
て
發
坐
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

；

现
抵
0-
«:
際
收
支
勘
定
が
爲
替
相
場
の
變
_
を
ば
全
然
解
明
し
得
.な
い
ど
教
ふ
こ
と
に
就
い
て
は
、
猶
ほ
老
傲
を
.要
す
る
も
の
が
あ 

る
*
葦
し
問
題
取
安
定
せ
る
.爲
替
相
場
を
有
す
る
諸
國
•に
關
し
、て
居
ら
ぬ
場
合
に
ば
、金
額
.を
ば
單
ー
の
貨
幣
價
値
を
以
て
^

—

時
：に
は 

&
疋
項
同
の
禅
人
.に
依
り
-
^
-換
算
し
.な
け
れ
ば
な
^
ぬ
;°
斯
檄
に
し
て
貸
方
、
借
方
の
形
式
的
均
衡
が
得
ら
れ
、
又
國
內
取
引
の
數 

字
と
比
較
.し
得
る
よ
ぅ
！
さ̂
按
る
か
ら
で
あ
ー
る

。
:/
;,
'
:
' 

V 

.■

■以
上
は
國
際
收
支
勘
定
の
有
す
.る
，葙
〒
め
罾
_
で
あ
.る
が
、
を
れ
に
；よ
つ
'て
|8
.れ
ば
、
國
際
收
支
勘
宛
が
國
民
經
濟
の
世
界
經
濟
的 

關
概
を
明
か
に
ず
を
程
度
に」

は
或
る
限
界
が
あ
つ
：.て
'
他
の
.種
々
の
.條
件
：を
考
«
に

人

れ

な

け

れ

ぱ

な

ら

ぬ

;°
け

れ

ど

も

國

際

收

支

勘 

定Q

分
析
が
.斯
る
固
的
に
役
立
つ
-
主

要

條

件

で

，あ

.

る
.
.こ
i
.は
：明
岛

で

：あ

る

。

.：と

同

時

に

、

形

式

的

に

貸

傺

均

衡

す

.べ

き

國

際

收

支

勘

定 

を
以
て
し
て
も
、
之
を
長
期
間
に
百
10
て
：比
較
す
れ
ば
、
'均
衡
內
容
：の
變
化
に
‘よ
：り

少

く

と.も
，國

民

經

濟

組

織

の

推

移

を

概

觀

す

る

こ 

と
が
出
來
る
し
、
又
他
國
ぬ
そ
れ
と
.對
照
.す
れ
•は
、
.兩

國

民

經

濟

組

織

が
‘琢
吼
を
概
略
明
か
な
ら
.し
む
る
-c
と
が
出
來
る
。
今
菩
々
は
，
 

斯
る
览
地
に
立
ち
.、
我
國
民
經
濟
の
M
織
上
の
推
移
と
1«
:
界
經
濟
的
關
亂
'.の«
化
と
を
明
か
に
..す
る
た
め
忆
、s

本
國
際
收
支
硏
究
の 

序
と
.し
て
、
世
#
火
戦
後
に
於
け
る
之
が
若
^
の
分
析
を
試
み
よ
ぅ
と
す
：る
の
で
あ
冬
。

二
世
界
大
戰
後
に
於
妙
る
我
國
際
收
支
愦
勢
槪
觀
：

:
1|
|
:
界
火
戰
後
に
於
け
る
我
國
際
收
支
勘
定
は
如
何
な
る
樣
相
を
：ま
し
た
か
、
，先
づ
之
が
趨
勢
を
概
觀
し
よ
ぅ

0

即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。
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ぃ

先
づ
I

勘
定
に
就
い
て
み
る
に
、
火
戰
以
來
の
十
九
ヶ
年
中
輸
出
超
過
|

し
た
の
ば
、
大

',
1
1
£四
年
>
ら
七
年
に
至
る
戰
時
舉 

気
丈
で
あ
っ
て
、
そ
.の
.他
は
總
C
輸
入
超
過
で
あ
る
。
今

こ
の
期
間
中
に
於
け
る
貨
幣
惯
値
の
議
を
姑
ら
く
問
題
外
に
置
け
ば

歐 

出
超
晶
に
贷
い
て
は
大
正
六
屯
の
五
億
七
千
五

西

萬

_

を

最

高

と
し
、
大
正
四
年
の一

億
七
千
萬
圓
を
最
f

し

て

、

年
平
均
一
一
一
霞 

千
八
百
离
で
あ
っ
た
。
輸
入
證
に
於
い
て
は
大
要
牵
の
ー
一
千
一
T

I

:圓
が
最
低
で
あ
る
が
、
S

入
超
に
轉
じ
た
大
K
八
年
以
降 

丈
を
採
f

、
養

_

の
大
正
十
章
に
於
け
る
七
億
一
一v

H

ハ
S

■
.

最
高
と
し
、
.叫
昭
和
七
年Q

六
千
七
慕
圆
を
最
低
と
す 

る
。
こ
れ
は
經
濟
不
況
.期
に
於
け
る
物
價
の
續
落
と
爲
替
低
落
に
藤
く
輸
出
増
加
に
依
る
；

Q

で
あ
る
が
、
JS
に
霍
あ
狀
態
好
化
わ
跑

I

む
る
I

が
出
來
る
？
而
し
て
こ
の
最
近
十
四
年
開
？

平
均
輸
入
超
I

 
一二 

I

千
萬
圓
に
上
？

國
傺
收
灾
勘
定
ょ9.
顧
た
る
我
國
民
經
濟
の
世
界
大'戰
後.
に
：於
け
る
拙
移
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後
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'
じ
て
'み
る
に
”
'賀
易
總
額
は
：
-;
:

..

.〒

-
:
:
5
^
^

■■.
': 

7
輸
出
總
計
へ

.--
:

 ̂

プ

猶

ス

總

計

：：
.

:

/ ;
':

蝥

引

入

超

こ
.

」

ー
ニ
、
六

八

八

西

茁

圆
.

'.
.」

ー£

、0
七
^

輸
出
約
三
百
十
七
億
圓
、
輸
入
兰
百
：<
十
備
圓
で
ぁ
つ
.て
、
塞
⑴
ー
ニ
十
四
億
圆
の
輸
人
超
過
を
汞
し
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
こ
の
入
超

■ 

.

I
I
-
. 

-
.
.
,
r
.
.
-
: 

..V. 

:■;
- 

.

■

.

.

'

'

.

,

額

及

け

は

、
/

他.

の
，瑣

目

に

於

け

る

受

取

超

_

額
を
以.

て
支
拂
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か.

つ
た
も
の
で
ぁ
る
。

，
.
.然

る

に

，貿

易

外

勘

宛
.に

-^
い
て
は
、
.
.收
入
は
大
正
八
年
の
九
it
ニ
千
萬
圆
を
^

猶
ほ
年
々
四
億
圆
乃
.至
穴
億
圓
の
受
取
分
を
有
す
る
。
支
出
に
龙
い
て
は
大
戰
以
來
年
々
三
億
圆
乃
至
四
億
圆
が
訃
上
さ
れ
て
ゐ
る
が
、 

贸
易
外
收
支
の
差
引
に
就
い
て
み
る
と
、
大
疋
三
年
に
於
け
る
六
哲
萬
の
支
拂
超
過
を
唯
一
の
例
外
と
し
、
爾
來
年
々
受
取
超
過
を
示 

し
て
ゐ
る
。
殊
に
大
疋
七
、
八
年
の
好
況
時
代
に
は
艽
億
圆
臺
に
上
つ
た
.が
-
近
年
は
苹
一
億
圓
毫
に
止
ま
つ
て
居
り
、
大

.T
I
-
1四ハ
キ
以 

來
十
八
牢
間
に
於
け
る
年
平
均
受
取
超
過
額
は1
億
六
千
四
百
萬
で
ぁ
る
。
而
し
て
大
戰
以
來
十
九
年
間
の
貿
易
外
收
支
の
繳
额
を
み 

る
と
次
の
如
く
で
ぁ
る
。

受
取
額
總
計 

支
拂
額
總
計
-.
差
引
受
取
超
過 

•

ー
〇
.、
ニ

五

九

：白

旗

圓
:

六

_!
七
九
百
萬
圓
： 

四
、〇
八
o
百
蓠
圓

即
ち
受
取
總
計
百
一
一
億
六
千
萬
に
對
し
て
支
拂
總
計
は
六
十
一
億
八
千
萬
圓
で
、差
^

四
十
億
八
千
萬
圓
の
受
取
超
過
を
殘
し
て
ゐ
る
。

次
に
資
本
勘
定
に
關
し
.て
は
•

外
國
人
の
我
國
有
價
證
券
等
に
對
ず
る
投
資
及
び
本
，邦
人
所
有
外
國
證
券
の
賣
渡
、
貸
付
金
並
に
裏

業
投
資
の
囘
收
等
ょ
り
成
る
收
入
と
、
本
邦
人
の
.外
國
證
券
並
に
事
業
に
對
す
る
投
資
及
.び
外
國
人
の
我
國
證
券
類
に
對
す
る
投
資
の

引
h

等
ょ
I

支
出
I

對
I

に
、
騖

收

入

議i

i

l

ニ

零

存
と
の
五
ヶ
年
だ
け
で
、
翁

間
の
四
分
の
三
に
近
き
十
四
ヶ
年
は
何
れ
も
支
拂
超
過
で
あ
っ
た
。
こ
の
支
拂
蓮
も
、
概
し
て
大
戰 

期
中
は
我
國Q

棼

I

Q

I

i
た
の
で
I

が
、
全

期

間

の

後

半

義

て

は

、
大
體
外
國
£

す
I

■

上
げ
に
因 

る
诉
大
I

も
.

Q

fる
。
而
し
て
外
國
人
Q

_

s

す
る
投
資
象
る

に
、大
戰
中
は
I

I

.
し
て
千
葡
以
下
で
あ
つ
た
，
 

大
正
士
一

年

以

後

は

加

し

て

一

億

圓

I

三
證
と
な
り
•
殊
に
震
災
_

に
は
S

五
千
萬
圆
の
外
愤
I

■

し
た
か
I

 

額
I

し
て
I

。
f

に
反
し
て
我
國
の
對
外
投
資
は
大
戰
中
高
潮
I

し
、
年
々
三
億
I

ハ
籠
の
慕
を
示
し
た
が
、
爾
後 

非
f

縮
少
し
、
i

十一

年
丨
昭
和
六
還
に
於
い
て
は
年
平
均 

一
I

千
萬
圆
を
維
持
し
て
ゐ
る
。
I

三
T

昭
和
六
年
の
全 

I

を
I

る
と
、
我
國
Q

S
輸
入
は
二
十
一
億1

一
千
九
西
萬
圓
1

.
る
に
對
し
て
、
_

の
對
外
投
資
は
四
十
一
億
千
离
圆
で
あ 

る
か
ら
、
差

单

九

|

千

戛

圆

だ

け

菌

が

べ

|

く
對
外
投
資
を
行
|

1

な
る
。
併
し
な
が
ら
、i

l

l

 

I

二
十
九
億
九
千
葡
で
あ
り
、
外
國
人
の
本
邦
投
資
囘
收
は
ニ
十
五
億
七
十
五
百
萬
圆
で
あ
つ
て
、
差
W
四
I

I

I

け
我 

國
の
囘
收
分
が
超
過
し
て
ゐ
る
。
隨
つ
て
こ
の
受
取
超
議
を
我
國
の
對
外
投
資
超
過
額
か
ら
按
除
し
た
淺
額
た
る
、
十
1

2

,

苗
萬
圓

は

、
'
我
國
が
资
本
勘
定
に
於
い
て
有
し
た
支
出
超
過
の
程
度
を
求
し
て
ゐ
る
。 

、

更
に
金
勘
定
S

ず
る
と
、
そQ

流
入
超
f

示
し
た
の
は
九
ヶ
气
.流

出

麗

I

し
た
の
は
十
ヶ
年
で
あ
る
が
、
大
體
に
於
い 

て
大
戰
中
途
か
ら
霞
災
前
年
ま
.で
は
流
入
超
過
I

勢
を
示
し
、
興
後
は
流
出
超
過
の
大
勢
i

る
。
.全
期
f

通
じ
、
.
.
輸
出
總
額
は 

.
十 

一
■
億

七

千

四

百

g

圆

、
輸

入

額

は

十
！
！

傲

四

午

三

西

萬

圆

で

あ

っ

て

、

差
引
一

：一

億

六

千

九

百

萬

.圆

の

流

入

讓

の

i

疋
と
な
つ
て 

,
國
瞭
收
支
勘
定
^.
4
觀
た
.
.る
敗
國
民
經
濟
の
.世
界
大
驟
後
に
於
け
る
推
侈
' 

七
七
：

u
i
l
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國
際
収
支
勘
定
ょ
U
.觀
た
&:
我
'國
'玫
經
濟
の
1!
1
:界
‘火
癖
後
に
.
於
け
る
推
移

七

八

C
1

ニ
六
：〇

)
ゐ
る
o

.

.-
V
 

:

'

‘

',
■

■

所
で
、
以
上
の
貿
易
、
M

S
外
、
資
本
及
び
金
の
諸
勘
定
を
通
計
し
た
な
ら
ば
.、
我
國
の
國
際
收
支
は
如
何
.な
る
情
勢
に
在
つ
た
か
‘ 

先
づ
全
期
間
に
就
^
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
ぁ
.る
0

..

.こ

'

大
正
三
牢
丨
昭
和
七
年
間
阈
際
收
支 

卜

. 

'

,

I

經
常
項IH

‘
賢
.
勒

勘

定

'

■
贸

ぶ

外

鋒

^

.金

勘

宛

.
:

:

差 

_
:引
'

II
臨
時
頌HIE

資

木

.

觉

.

.

II
I

經
常
1臨
時
吧
双
_
差
ー 

(

誤
謬
及
び
^:
漏)

0
1
.
)

三
、
三
八
八
百
萬
圆 

.

(

十)

四
、〇
八
〇
百
萬
圆 

(

+
0
. 

ニ
六
九
百
萬
圓 

(
十)

四
二
三
西
萬
，圆

(

.

3
ー
、
五
六
六
.
.
.百
萬
圓
_

(

_
> 

.
一
、
一
 

四

三

百

萬

圆

. 

.

即
ち
經
常
顼
问
に
於
い
て
は
、
商
品
及
び
金
の
.輸
入
超
過
額
を
ば
貿
易
外
勘
定
の
受
収
超
過
額
を
以
て
相
殺
し
て
、
猶
ほ
四
億
一1

千 

ー
苗
萬
副
の
受
取
超
過
を
示
し
た
。
然
る
に
資
本
勘
定
に
於
ぃ
で
は
十
五
.億
圓
余
(0
支
拂
超
過
：が
亦
し
た
か
ら
、
結
局
十
一
萬
四
千
三

k
i 
,,.

.

.

. 

- 

=i
>
:
m
5
r
E
~
a
i

でM
'與
.圆
.の
支
拂
超
過
と
な
つ
で
ゐ
る
？
併
し
な
が
ら
國
際
收
支
勘
史
は
原
现
上
收
支
均
衡
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
.斯
る
區
站
轺
は 

各
項
目
に
4]
し
て
1{
!
0
'る
べ
き
訐
算
の
誤
謬
並
’に
脫
漏
に
歸
せ
ら
'れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
こ
の
種
の
誤
差
は
"
各

晉

の

欺

0
困 

'難
、
贸
易
.に
於
け
る
輸
此
及
び
輸
入
.の
計
算
莶
礎
の
相
違
、
及
び
資
本
勘
宠
に
於
け
る
直
接
投
：資
並
に
短
期
移
動
め
推
算
闹
難
等
の
た

1

及
、び
資
本
勘
宛
に
於
け
る
支
出
超
過
が
決
濟
さ
れ
た
、
と
い
ふ
概
括
的
現
象
が
推
定
さ
れ
得
る
に
止
ま
る
。
II
に
斯
る
均
衡
形
式 

が
全
肌
間
變
化
し
な
か
つ
た
か
何
ぅ
か
を
明
か
に
す
る
爲
に
、
各
年
に
就
い
て
之
を
概
觀
し
ょ
ぅ
。
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右
表
に
ょ
れ
.ば
、
大
：Jh
四
丨
七
ハ
キ
の
大
戰
期
間
は
：、

巨

額

の

貿

易

出

超

と

貿

易

外

勘

定

受

取

超

過

と
に
ょ
つ
て
、
經
常
項
目
收
支
が 

提
常
な
受
取
超
過
.を
示
し
、
之
に
依
つ
.て
對
外
投
資
及
び
借
入
外
資
の
返
濟
を
爲
す
こ
と
が
出
來
た
。
大
正
八
丨
十
ー
年
に
於
い
て
は
、
 

貿
易
は
W
び
.入
超
に
轉
じ
*
而
も
入
超
は
.漸
次
增
加
す
る
反
面
■に
、
貿
易
外
收
入
は
漸
減
，を
示
し
た
。
併
し
な
が
ら
賀
易
外
收
入
の
猶 

ほ
宜
額
で
ぁ
ク
た
間
は
、
之
に
.
±
つ
て
質
易
入
超
を
支
拂
つ
た
の

み

な

ら

ず

V

金
流
入
と
資
本
勘
定
の
支
出
超
過
と
が
相
殺
さ
れ
た
も 

の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
貿
易
外
勘
定
の
.收
入
減
と
共
に
金
流
入
は
殆
ん
ど
停
止
し
て
了
っ
た
。
大
庀
十
ー
一
年
か
ら
昭
和
元
年
ま
で
は
、

!

I

1

資
具
外
勘
定
を
以
て
決
濟
さ
れ
ぬ
質
易
入
超
部
八
#

實
本
流
入
に
よ
つ
て
相
殺
さ
れ
て
ゐ
る
0
昭
和
ー
1年
以
後
は
貿
易
入
起
'の
漸
減
に 

從
ひ
、
贸
晶
外
收
入
を
以
て
貿
易
及
び
資
本
兩
勘
定
の
支
出
超
過
が
決
濟
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
昭
和
H
、
六
兩
年
は
金
流
出
I

た
そ
の

支
出
超
過
の
相
殺
條
件
と
な
つ
て
ゐ
る
。

故

に

象

の

篇

形

式

1

|

_

と
は
相
違
し
、
森

四

I
七
出
超
、
：
經常

f

 

I

I
の
時
代
、
i

个

十

1

苹
は
S

入
超
、
經
常
項
因
支
拂
超
過
、
而
も
一
部
分
は
金
大
.流
入
の
時
代
、
大
:!
(
{十
ー
T

昭
和
三
年
は
負
易
入
超
擎
ぎ
目
支 

似
超
過
の
た
め
に
資
本
勘
定
受
取
超
過
を
示
し
た
時
代
、.
昭
和
四
年
以
降
質
易
入
超
漸
減
,*
金
大
流
出
に
依
る
經
常
頃
目
受
取
超
過
の 

時
代
と
、
數
個
の
均
衡
形
式
の
特
色
を
擧
げ
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

三

貿
易
勘
定
を

通

じ

て

觀

た

る

世

界

經

濟

的

關

聯

の

變
化 

國
際
收
支
項
目
中
最
も
取
要
な
も
の
於
質
易
勘
宠
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
所
で
あ
つ
て
、
我
國
に
於
い
て
も
左
表
の
左
く 

常
に
國
際
收
.^'
總
額
の
半
ば
以
上
を
占
め
て
ゐ
る
。
而
し
て
質
易
勘
定
：が
國
際
收
吏
總
鄰
中
，に
占
む
る
§|
合
は
國
に
よ
つ
て
異
り
資 

本
，n
策
-
發̂
展
段
喂
の
低
い
國
に
於
い
て
は
そQ

囊

Q

國
よ
り
も
他
に
筑
要
項
目
を
有
す
る
こ
と
が
勘S

か
ら
、
&焉
の
有
す
る
地 

^

は
一
勝
大
で
あ
る
や
ぅ
に
認
ら
れ
る
^
を
.述
べ
た
.こ
と
が
あ
る
，が
、
.

(

相
著『

國
際
貸
借
の
現
狀』

一
一
ニー
貝)

我
^

に
於
い
て
も
資
本
主 

義
的
發
展
と
共
に
漸
次
其
割
合
の
俾
下
が
言
ひ
得
ら
れ
る
よ
ぅ
で
あ
る
。

留
易
勘
足Q

國

際

收

支

上

に

占

む

、る

地

位
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備
考
前
揭
諸
表
よ
り
算
出
.

今
茲
に
取
扱
つ
七
ゐ
る
太
龙
兰
苹
丨
昭
和
七
华
間
^
於
け
る
貿
易
办
發
展
情
勢
を
金
額
^
上
の
み
か
ら
瞥
見
す
る
と
、
大
正
..三
年
を 

1
〇
〇
と
し
^.
每
五
ケ
年
に
於
け
る
贸
易
指
數
は
次
の
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く
な
る
。
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即
ち
輸
出
入
と
も
昭
和
四
年
に
至
る
ま
で
ほ
、
大

:|
£
ーニ.年
.の
H
倍
以
ト
ー
に
增
大
し
.て
ゐ
た
が
、
昭
和
七
年
に
於
い
て
は
物
價
水
準
の

昭 大 年
和 疋

七 四 . 三 八 S 次

低
落
と
經
濟
不
況
と
I

に
減
少
し
た
。
而
も
猶
ほ
.太
I

年
の
二
倍
半
'に
s

s

i
額
を
ば
有
し
て
t

o
管
ば
斯
く
の
如
I
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繁

が
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裳

I

の
上
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何
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る
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位
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か
と
S

に
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I

I

I

大
s

l

g
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パ
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ン 

ト
返
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る
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义1.9
3
3
.

割
合
を
維
持
し
：た
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殊
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：

一

九

三

：
ニ

年
|

輸
.受
特
に
輸
出
が
、
他
の
諸
國
に
比
し
て
著
し
4

大
し
て
ゐ
る
0

而
し
て
順
位
は
、
 

1
4
.
1九
年
に
は
來
-
英
、獨
、佛
、諸
國
に
次
い
で
第
七
位
を
占
め
て
ゐ
た
が
、
一
九
三
〇
年
に
は
第
十
位
に
落
ち
、
一
九
三
一
一
年
に
は

.
苒
ガ
第
八
位
を
囘
傻
も
た
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國
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濟
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界
經
濟
的
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聯
の
推
移
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ょ
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•
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.,本
正
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1

•
七

0
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6
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三
九
丄
ハ 

1
五
•
五 

三

〇

•
八 

1
0
•
三 

三
•
八

合
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四

九
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三

ニ

ニ

五

•
五

三
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7
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0
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合
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四

了
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1 

ニ 

•
ニ 

三

四

•
六 

七

•
ニ 

四

•
七

1
0
0
6

1

0
0
6

bト

計
,

5
0.

0

備
考
：
金
融
事
项
參
考
窗
、
昭
和
七
苹
調
よ
り
算
出
。 

：

： 

‘ 

*
钱
に
典
他
と
あ
る
は
布
_
と
挨
及
を
意
味
す
。

大
:I
H
三
年
に
於
け
る
我
國
輸
出
は
ア
ジ
ア
四
六
•
九
パ
ー

セ

ン

ト

、

ア

メ

リ

カ

三

四

•
一
一
パ
ー

セ

ン

ト

、
ョ
ー

ロ

パ

一

五

*
ハ
。
ハー

セ
ン

で
あ
づ
た
に
對
し
て
、
輸
入
は
ア
ジ
ア
五1

。
ニ
。ハ
1
セ

ン

ト

、

ヨ
ー

ロ
パ
一
一
六
，
七
。
ハ

1
セ
ン
ト
、
■
ア
メ
リ
カ
一
六
丨
九
パ
ー
セ
ン

の
順
位
で
あ
つ
た
。
就
中
ア
ジ
ア
と
ア
メ
リ
カ
は
.輸
出
の
八
韵
余
、
輸
入
の
七
§|
弱
を
丨
レ
^
し
て
ゐ
た
。
^
る
.に
|1
?
,
ネ

ズ

年

に

於

い

て
は
、
輸
出
順
位
は
大
正
三
竿
と
不
變
で
あ
る
が
、
そ
の
割
合
に
於
い
て
、
ア
ジ
.ア
は
若
干
減
退
し
、
ョ
ー
口
ッ
パ
は
半
減
し
た
に
對

し
て
、
こ
の
減
少
部
分
は
ア
メ
リ
カ
及
び
爾
餘
諸
國
へ
の
增
加
と
な
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
多
少
な
が
ら
輸
出
の
一
般
的
分
散
の
傾
向
を
觀

取
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
輸
入
に
於
い
て
は
ア
ジ
ア
は
ニ
割
ニ
分
余
を
：、
ヨ
ー
ロ. .V

C

は
四
割一

一
分
近
く
を
減
少
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

は
八
割11

分
余
の
激
增
を
以
て
ョ
ー
.ロ
ッ
パ
と
代
つ
て
第
一
一
位
に
昇
り
、
ア
ジ
ア
に
接
近
し
て
ゐ
る
。
故
に
大
正
三
苹
と
昭
和
六
苹
の

ニ
期
を
比
較
す
る
と
、
輸
出
入
合
計
順
位
は
何
れ
の
苹
も
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
順
位
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ア
ジ
ア
と

*
. 

. 

. 

: •

ヨ
ー
口
ッ
バ
は
相
對
的
減
少
を
示
す
と
同
時
に
、
輸
出
入
と
も
愈
々
ア
メ
リ
カ
と
密
接
な
關
聯
を
有
す
る
に
至
づ
た
こ
と
が
、
見
出
さ 

れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
大
陸
別
で
あ
る
が
、
各
國
別
に
依
る
時
.：は
如
何
な
る
變
化
を
示
し
て
ゐ
る
か
。
今
昭
和
.六
年
に
於
け
る
輸
出
順
位
に
よ
り
、 

主
：要
十1

ヶ
瞰
に
就
い
て
觀
よ
ぅ
で
：
;'
,

國
際
收
友
勘
定
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大
茁
三
年
と
昭
和
六
年
と
の
比
較
に
於
い
て
、
大
正
三
苹
の
輸
出
の
三
分
の
ー
は
北
米
合
衆
國
に
對
す
る
も
の.
で
ぁ
つ
た
。
支
那
に 

對

し

て

も

三

◦

パ

ー

セ

ン

ト

近
く
、

兩
國
合
し
て
'全
輸
出
額
の
六
一
。ハ.
1

セ
ン
ト
に
達
し
、
殘
り
三
九
パ
ー
セ
ン

ト

が

爾
餘
の
多
數
諸
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丨::

國
に
分
散
しH

ゐ
た
が
、
印
度
、
英
吉
利
、
機

慕

望

の

中

の

塞

な

f

 

0

1つ
た
。
管
に
昭
和
六
年
に
於
ハ
て
は
、
對 

合
衆
國
輸
出
は
猶
ほ 

一
I

大
し
て
四
〇
。ハ
1
セ
ン
ト
に
I

し
.た
が
、
支
那
I

し
て
は
時
局
の
影
響
と
滿
洲
國
の
翌
と
に
ょ
り 

半
減
す
f

s

た
。
同
時
に
、
印
度
、
蘭
領
印
度
、
埃
及
の
諸
國
に
對
し
て
は
馨
な
增
大
を
來
た
し
た
反
面
に
、
ョ
i

ッ
バ
諸 

國
に
對
し
て
は
縮
小
を
示
す
こ
と
、
な
つ
た
。
斯
る
傾
向
は
昭
和
七
年
に
於
.い
て
も
大
體
認
め
得
る
所
で
あ
つ
て
、
合
衆
國
の
韵
合
は 

低
下
し
た
が
、
印
度
、
蘭
領
印
度
、
埃
及
に
對
す
る
割
合
は
匿
を
遂
げ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
言
ふ
迄
も
な
く
圆
爲
替
低
落
i

響
で
あ

つ
て
、
英
帝
國
領
土
に
於
け
る
日
英
貿
易
の
衝
突
の
證
左
で
あ
る
。
*

輸
入
に
於
い
て
は
、
大

正

三
年
に
は
印
喪
ニ
六
•
八
。ハ

1

セ
ン
ト
¥
衆
國(

ニ£
1

パ-
セ
ン
ト〕

英
吉
利a

五

。
四

パ1
セ
ン 

ト
I

奮
で
あ
り
、
三
國
合
Ht
し
て
約
六
0
。ハ
1
セ
ン
ト
を
占
め
て
ゐ
名
け
れ
ど
も
、輸
出
の
場
合
ょ
り
も
分
散
的
傾
向
が
稍
々
强 

く
現
は
t
て
ゐ
る
。
昭
和
六
中
に
於
い
て
は
、
英
吉
利
の
代
り
に
支
那
が
主
要
園
と
t

、：
合

霞(

一
一
七•
七
。ハ
丨
セ
ン
ト)

支
那(

一
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'
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セ
ン
ト)

印
度
2
〇•
八
。ハ-
セ
ン
ト
> 
を
合
し
て
約
五
〇
パ
]
七
ン
ト
を
占
め
て
ゐ
る
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殊
に
合
衆
國
は
我
围
歡
入
の

0
分
のr

以
上
を
古
め
て
第
二
位
と
な
り
、
そ
の
他
オ
1
ス
ト
ラ
リ
ャ
か
ら
の:孝
I

人
の
增
加
も
同
立
つ
て
ゐ
る
。
S

昭
和
七
年 

に
至
つ
て
は
、
合
衆
麗
り
三
分
の
一
以
上
の
I

を
I

、
殘
餘
は
諸
國
に
：分
散
さ
机.
て
ゐ
る
.,
0
要
す
る
に
、
大
陸
別
分
布
に
現
は 

れ
た.
所Q
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窗

贸

I

n

へQ
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依
的
傾
向.
I
米

富

國

S

し
I

I
こ
と
が
、
f

明
か
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れ
て
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同
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摘
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
'
こ
の
場
合 

は
、
兩
年
間
に
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.先
づ
輸
出
^

に
，就
い
て
み
る
に
、
貪
料
品
は
大
犯
.三
年
に
ー
一
パ
丨
セ
ン
ト
弱
を
古
め
、
昭
和
.六
年
に
は
九
ノ
丨
セ
ン
ト
强
で
•あ
つ 

た
。
其
間
多
少
の
增
減
が
あ
り
、
全
期
間
I

じ
幾
分
減
少
の
傾
向
が
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
•
大
勢
と
し
て
は 

一8

顯
著
.
1
. 

向
を
示
し
て
.居
ら
な
い
。
原
料
品
は
'大
迅
拳
の
八
.パ
1
セ
ン
.ト

弱

か

ら

昭

和

六

年

の

四

パ

ィ

セ

，
ン
ト
弱
へ

.秦
減
し
て
：ゐ
る
。
こ
れ 

は
各
部
類
商
品
中
最
大
の
變
化
で
あ
る
が
、
こ
の
間
明
か
に
漸
瞿
の
臌
勢
を
迪
つ
て
ゐ
る
0ぃ

原

料

爪

製

品

は

原

料

品

ほ

.ど

大

な

る

縮

小 

率
を
示
I

か
つ
た
け
れ
ど
も
、
猶
ほ
，大
著
年
の
五
一
一
•ハ
.
)セ
シ
K
弱
か
ら
昭
和
六
年
含
八
パ
丨
ャ
.ン
ト
弱
へ
と
、
电
々
減
退
を 

表
は
し
て
ゐ
.る
0
是
れ
に
反
し
て
{元
製
品
に
於
い
て
は
、
.右
と
.同
期
間
に
ー
ー
八
パ
.
1
■セ
ン
ト
强
か
ら
四
八
。ハ
ー
セ
ン
ト
弱
へ
最
も
,
 

著
な
躍
池
を
遂
.げ
て
ゐ
る
。
.隨
っ
て
食
料
品
及
び
赠
料
品
と
完
製
品
と
.の
妾
部
類
の
相
對
的
地
位
は 
>
.
大
正
三
年
に
は
七
藤
三
て
あ 

0
.て
、
原
料
品
及
び
食
料
品
が
幽
倒
的
地
位
に
立
つ
て
：居
つ
ち
然
る
に
昭
和
六
年
靈
つ
.て
は
大
璧
對
五
で
、
完
成
品
か
^T

ば
を 

領
有
す
る
^:
-と
、
な
0
た
？
斯
く
の
如
き
輸
出
品
部
類
別
に
於
け
る
割
合
の
*
化
は
、
我
國
が
大
戰
前
農
業
國
と
し
て
.

#
.1
>
た
の
に
. 

大
戰
期
を
通
じ
て
エ
業
の
異
常
な
發
展
を
招
來
し
、
短
期
間
.に
於
け
る
资
本
主
義
.的
發
展
の
■如
何
に
顯
著
で
あ
つ
た
か
衣
>r
す
も
の 

' 

:

國
際
：蝥

f

ょ
り
琢
る
霞
霖
蔣
の
世
实
戰
啟
に
於
ゅ
る
推
移 

九

一

a
l

i
o



國
際
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支
雛
定
ょ
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觀
杰
る
我
國
良
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世
界
大
戰
後
に
於
け
る
推
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ニ

2

ニ
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で
あ
る
。

..

然
ら
ば
.歡
入
品
に
就
い
パ
て
ば
何
ぅ
で
ぁ
る
.か
と
考
ふ
に
、
.必
ず
し
も
輸
出
の
場
合
の
如
ぎ
趨
戰
が
强
く
現
ば
れ
て
は
ゐ
な
い
。
食
料 

^

は
歡
^

の
場
合
と
大
體
同
檨
の
情
勢
に
ぁ
る
が
、
原
料
品
比
五
五
パ
ー
セ
'
ン
ト
强
か
ら
五
六
。ハ
ー
セ
ン
ト
弱
へ
、
若
〒
%

lf
l
l
の
勢
ひ 

を
承
し
て
ゐ
る
。
原
料
用
製
品
は
一
六
パ
1

セ
ゾ
，
ト

强

か

ら

一：
.

五
：。ハ
丨
セ
シ
卜」

弱
べ
稍
々
減
少
し
：て
ゐ
.る
。
從
っ
て
毙
製
品
の
占
む
る 

割
合
1
 

も大
な
る
變
化
な
く 
I

k
。ハ•.丨
セ
ン
ト
弱
か
：ら
二
六
パ
ー
.セ̂
;

ト
强
に
.此
ー
ー
少
の
增
加
を
示
し
た
丈
で
ぁ
る
。

結

局

.に
於
い
て
原
料 

w
m
及
び
食
料
品
と
完
製
品
と
の
相
對
的
地
位
は
、
大
疋
三
年
及
び
.昭
和
六
^

の
雨
年
に
於
い
て
大
體
八
数
一
に
|[
:

ま
っ
て
ゐ
る
。

0
レ 

な
が
，ら

此

事

實

は

輸

出

'に
現
は
れ
た
趨
勢
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
.な
い
。
否
な
寧
ろ
、
醫
が
從
來
か
ら
如
何
に

外

國

原

料

品

に

依

.奴 

す
る
所
多
大
で
ぁ
っ
た
か
を
指
示
す
る
も
の
：で
ぁ
り
、而
も
猶
ほ
茲
に
取
扱
は
ぬ
.大
戰
前
の
時
期
を
も
併
は
せ
鸾
慮
に

容

れ

る
な
ら
ば

、

 

.原
料
品
の
輸
入
割
合
の
著
し
き
增
大
と
、
党
製
品
.の
輸
入
割
合
の
減
退
と
.を
認
む
る
こ
と
：が
出
來
る
o

故
に
貿
易
品
の
襲
比
例
の
變 

化
か
ら
し
て
も
、
大
猶
以
來
の
我
國
.の

異

常

な

工

業

化

を

立

，證

す

る

.こ
と
が
出
來
る
し
、
而
も
そ
の
發
展
が
外
翻
市
場
に
依
#
す
る
エ 

業
方
面
に
多
く
起
っ
た
こ
と
が
、
輸
出
品
の
情
勢
の
變
化
に
ょ
っ
て
觀
取
さ
れ
る
の
で
ぁ
る
。

/̂
で
斯
る
エ
業
的
發
股
は
如
何
な
る
種
類
の
も
の
で
ぁ
る
か
。
周
知
の
如
く
我
國
輸
出
の
大
宗
は
生
絲
と
綿
製
品
で
ぁ
る
。
昭
句
六 

年
忙
於
い
て
坐
絲
の.
輸
出
は
全
輸
出
額C

內

地〕

の
ー
ー
ー
ー
一
。
ハ

r
セ
ン
ト

即
ち
三
分
の
一
を
^
め
、
又
其
坐
絲
輸
出
額
の
九
六
パ
丨
セ
ン 

ト
は
北
米
合
衆
國
に
對
す
る
も
の
で
ぁ
っ
た
。
こ
れ
が
、
我
國
輸
出
品
中
原
料
用
製
品
の
有
す
る
割
合
の
大
な
る
所
以
で
ぁ
る
と
同
時 

に
、
我
國
貿
易
を
し
て
合
衆
國
に
偏
依
せ.
し
む
る
紳
で
あ
る
.0
綿
織
物
は
輸
出
の
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
古
め
、
そ
の
中
二
五
。へ
ー

セ
ン

ト

裏

、二

三

マ

セ
.
1

那
へ
、

一.四
パ
、
セ
ン
ト
は.覆

印
度

へ
i

れ
た
。

絹
g

全
輸
出
額
の
六o

i

ン
ト
余
S

.
す
る
。
我
國
輸i

f

 

?

|

.l
H

P

gf
II
p

i

i

l

i

f

l

s

 

し 

y

U

P

S

知
す
る
こ
と
が
出
來
よ
ぅ
。
：

四

8

易
外
勘
定
の
國
際
收
支
上
に
於
け
る
地
位
 

i

c

e

i

摘
し
I

に
、
我
國
|

は
大
I

間
I

I

I

を
f

ゐ
る
。
_
 

f

 一
 

勘
定

i

霞

I

I

超
過
I

し
、
相

當

の

養
達
し
i

 
ノ

盡

の
I

墨

醫

及

び

I

I

I

I
を
相
殺
し
I

f

 

i

と
は
、8

f

t

 

h

r
ト
4

、

國
瞼
收
姦
f

&

f

露

民

霞

の

、
世
界
大
戰
後
’

に
於
け
る
推
移
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十
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M
9
9

印
ち
大
IH
:
一一.一
年
は
貿
易
、.
貿
易
ル
兩
勘
誉
も
支
籠
過
で
あ
つ
た
か
ら
金
の
流
江
か
資
本
の
皆
入
力
、
な
け
れ
ば
相
$

か
な 

か
つ
た
笔
あ
る
が
、
大
正
四
丨
七
年
1

れ
に
反
し
て
、
兩
勘
定
と
も
受
取
超
過
で
あ
る
か
ら
、
金
輸
入
と
資
本
輸
出
と
I

し
得 

た
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
I

八
年
t

s

隹
總
て
入
超
貿
露
勘

I

常
■

取

證

で
I

が
、
S

中
大
贾 

免
、
昭
和
四
年
及
び
七
年
の一

草
丈
貿
易
外
收
入
を
以
て
貿
易
入
超
を
相
殺
し
て
猶
ほ
讓
を
示
し
た
。
そ
の
他
の
ハ
ヰ
に
は
何
れ
も
貿 

易
、
貿
易
外
i

定
I

引
遙
醫
集
し
、

こ
得
し

I

外

霞

|

失
、
金
®

乃
I

外
資
借
入 

に
ょ
つ
て
均

衡

さ

れ

な

け

れ

ば

I

な
か
つ
た
の
I

る
。.
而
し
ず
大
正
八
年
以
降
I

け
S

S
受
取
超
過
の
質
易
人
超
に
学 

る
比
例
は
、.
大
灵
年
の
二
八
ニ
パ
i

Y

l

f

し
'
大m
+
筆

I

一
〒 

此
期
間
を 

平
均
す
る

.と

.

年
七
五
パ
i

ン
ト
强
番
る
o
:即

ち

葉

し
得

I

I

芩

.故

I

し

貲

蠢

計

：の

鐘

訂

正

.の

た

め

に

y
質

蠡

額

の

秀

至

赀

I

當

で

I

I

ば

、

.：_

に

.於

い

て

は

全

體

と

し

て

、
ン

貿

易

外

勘

定

S

取

超

過

が

質

易

入

超

を

霧

し

得
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推

定

拉
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で
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,
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:
,

所
で
、'
國
際
收.支
の
：經
常
項
目
と
.し
て
斯
く
の
如
く
重
要
な
地
位
を
占
む
る
貿
易
外
勘
定
受
取
超
過
は
、
，國
民
所
得
に
對
し
て
如
芎 

な
る
地
位
を
占
む
る
か
と
去
ふ
に
、
之
を
私
人
所
得
：及

び

寡

所

得

0
:
靜

に

對

比

す

る

と

、
，次
の
如
き
結
果
と
な
る
？
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1S
7
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馨次

4-7

4.5 
2
.
0

ぶ

1
.
6

M

 

1
.1 

1
2

 

,1
.
2

 

m.3 

r
.
6

 ̂

1
0
,2名

 

X
3
3

 

1
,
3

0
S 

0 

世
與
大
戰Q

襲
と
し
て
未
だ
對
外
經
濟
的
翦
Q
l
s

つ

た

金

八

.
九
年
に
は
、
國
民
所
得
£

し
て
四
パ
i

ン
ト
臺 

を
占
め
て
ゐ
た
が
、
大
芷
十
年
以
來
は
急
激
に
減
退
し
て
、

一
•

 

r

ハ
ー
セ
ン
ト
乃
至
T
/V

。ハ
丨
セ
ン
ト
を
維
持
ず
る
に
.過
ぎ
な
い
。 

之

を

、

海
運
收
入
の
み
を
以
て
し
て
も
國
民
所
得
の
三
0
丨
四
0
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
む
る
と
稱
せ
ら
れ
る
英
吉
利
に
比
較
す
れ
ば
、
妒 

國
の
對
外
經
：群
活
動
の
未
だ
低
度
に
®
る
こ
と
が
、
明
か£

1

め
ら
^̂
る'

Q

で
ぁ
る
。
併
し
な
が
ら
そ
れ
は
我
麗
經
濟
の
邪
琢
經 

濟
的
關
聯
一
般
.の
間
題
で
ぁ
つ
て
、
我
國
の
質
易
外
收
入
が
其
國
際
收
支
上
に
有
ず
る
蜇
要
性
を
ば
少
し
も
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。 

.そ
こ
で
此
贸
易
外
收
入
の
構
成
如
何
、
換
言
す
れ
ば
.如
何
な
る
孭
目
が
主
要
收
入
を
形
敗
し
て
ゐ
る
か
を
、
^
干
分
析
し
ょ
ぅ
。
昭 

和
六
年
の
國
際
收
支
勘
宠
に
依
れ
ば
、
質
易
外
勘
定
の
收
支
內
譯
ば
次
表
の
如
く
で
ぁ
る
。
'
.

昭
和
六
年
貿
易
外
勘
宛
收
支
內
譯
，C

單
位
百
蓠
圓)  

，

收

：

人 

支 

出 

(

1〕

外

國

議

利

子

及

響 

一
A

外
國
人
狒
本
邦
證
券
利
子
及
響. 

'
九
0
 

:'
.9

V
 ■

海

外

議

及

勞

務

利

益：

九
0'
.

‘
.

.外
國
.八
内
地
.事

業

利

益

及

勞

務

利

益

-'
'

|

.

ニ .

(

3)

 

關
係
收
入
 

ニ
六
，七
：
.

侮
運
關
揭
支
拂
 

六
六 

(

4

0
.

保
險
關
係
收
入
 

ー
〇
九.

保
：條
關
係
支
，
 

ー
〇
六'.
- 

,
(

5〕

外

國

人

本

邦

内

消

費.
-

ン

.四
三
本
邦
人
海
外
消
費

 

四
五

國
際
收
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龙
ょ
リ
觀
た
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我
國
覆
廣
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世
界
呔
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於
け
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九
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^
ソ

他

項

に

遲

せ

ざ

る

政

府

海

外

收

入

ノ

プ

八

，
同
政
俯

;^
狒

：

：：

ン 

ン

三

八
c

l

v

n

o

?〕
：

其

.：」

：
他

'
ブ

ニ

ソ

其

ッ:'
他
；
；

. 

ク

六

.(+> 

:

六 

'計

：.

.
パ.
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'
©
.
四
..七

,
:,:
へ

：.:
'^…

:
ぺ 

■
三

六

三

C
+
V:
八
四

即
ち
貿
易
外
勘
定
に
於
け
る
受
取
超
過
を
權
成
す
る
項
目
と
し
て
ば
.、■海

運

收

入

と

海

外

事

業

及

び

勞

務

利

益

，と

を

双

壁

と

す

る

。 

前
紫
は
我
國
の
輸
出
入
貨
物
及
び
外
國
間
輸
送
貨
物
.

Q

運
賃
"
外
國
旅
客
霧
賃
、，
外
國
艦
船
需
乱
購
入
代
及
び
修
繕
代
、
嘲
税
及
び
水 

先
案
內
料
、
傭
船
料
ょ
り
成
り
、
後
者
は
海
外
事
業
純
益
、
出
稼
人
等
仕f

及

び

持

歸

金

ょ

り

權

成

さ

れ

て

ゐ

’る
が
、
此
等
に
依
る
收 

入
は
結
局
他
項
目
に
於
け
る
支
出
超
過
を
支
辨
し
て
猶
ほ
餘
剩
を
產
み
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
受
取
超
過
項
目
と
し
て
は
保
險
關
係 

收
入
が
僅
か
に
之
に
次
い
で
ゐ
る
。
保
險
關
係
は
、
收
入
と
.し
て
は
海
運
關
係
に
續
い
て
重
要
な
地
位
を
ば
占
め
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、 

其
支
出
も
第」

位
を
占
め
て
居
る
た
め
に
.、
受
取
超
過
を
殘
す
こ
と
は
每
年
僅
少
に
.過
ぎ
な
い
。
支
出
超
過
項
目
と
し
て
最
大
は
外
國 

人
拂
本
邦
證
券
利
子
及
び
配
當
で
、
^
往
に
，於
け
る
外
國
人
の
本
银
證
券
及
び
蕻
業
に
對
す
名
投
资
の
代
償
嘉
味
し
て
ゐ
る
0
從
來 

產
業
の
開
發
及
び
國
際
收
支
の
均
衡
の
た
め
に
外
資
借
入
に
依
賴
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
我
®

の
、

當

然

負

擔

し

•な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

支 

出
で
あ
る
。

以
上
ひ
如
く
貿
易
外
勘
定
に
於
い
て
最
重
要
な
る

は

、

.

海
運
收
入
及
び
海
外
事
業
、
勞
務
利
益
で
あ
る
か
ら
、
此
等
兩
項
目
の
貿
易 

■外
勘
定
上
に
於
け
る
地
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の
推
移
を
ば
瞥
見
し
丸
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ぐ
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广 

即
ち
海
運
^
入
超
過
額
の
貿
易
外
勘
定
受
取
超
過
額
に
對
す
る
割
合
は
近
年
常
に
八
、
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
臺
に
居
り
、
漸
增
の
傾
向
を 

| 

示
し
て
來

た
。
海
外
蒸

業

及

び

勞

務
利

益

，
の

同

欉

の

割

合

も

、

前

客

と

略ぼ
同
一
の
趨
勢
に
在
り
、
近
年
に
於
い
て
は
七
、
八
〇
パ
ー

セ

 

I 

ン
ト
を
尕
し
て
ゐ
る
。
隨
っ
て
兩
者
の
合
計
は
*
昭
和
六
ヶ
年
間
の
平
均
に
ょ
：れ
ば
、
留
易
外
受
取
超
過
額
に
對
し
て
猶
ほ
六
八
パ
ー
.

セ
ン
ト
の
超
過
を
殘
し
て
ゐ

る

o

言
ひ
換
へ
る
と
、
h

の
超
過
額
は
他
の
貿
易
外
項
目
に
於
け
る
支
出
超
過
を
相
殺
す
る

に

役

立

っ

て

 

.

.居
る
も
の
な
の
で
ぁ
る
。

、
 

五
金
及
び
資
本
の
移
動
に
依
る

國
際
狀
S

の
均
衡

我
國
に
於
け
る
金
及
び
資
本
の
移
動
は
、
國
際
收
支
勘
定
の
上
に
#
何

.な

る

地

位

を

占

め

來

っ

て

居

る

か
？

先
づ
金
移
動
に
^

い 

て
考
察
す
る
。

金
が
國
際
的
支
拂
決
濟
手
段
と
し
て
有
す
る
地
位
.に
關
し
て
は
、
兹
に
更
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
故
に
若
し
國
際
的
受
拂
關
係 

に
於
い
て
支
拂
超
過
で
ぁ
り
、
他
に
こ
の
支
拂
に
充
當
す
べ
き
何
物
も
な
け
れ
ば
、
金
を
以
て
す
る
の
外
は
な
い
。
こ
の
點
か
ら
觀
乜 

ば

當

_

叠
額
と
金
移
動
と
の
間
の
關
係
が
考
慮
さ
れ
る
0
然
る
に
.飯
.に
：
十
；
方

成

美

博

士

は

、
明

治

大

疋

年

間

を

通

觀

し

て

、

留

パ

？

食

：

^

^
穴
？
^
^
:
?
^
治

T:-
r玲
^

;

!

違

易
入
超
と.
金
出
超
と
が
全
然
符
合
し
て.
ゐ
な
い
こ
：と
を
、
述
：
_
べ
1て
思
ら
れ
る
。3

今
大
正
三
平
丨
昭
和
七
年
の
十
九
年
沿
を
と
つ
て
み 

て
も
、
：
.
貿
易
入
出
超
と
金
流
出
入
と
の
間
に
符
節
を
合
し
た
竿
は
、
大
正
三
、
五
、
六
、
ニ
ー
、
一
 
四
、昭
和
元
、
ニ
、
五
、
六
及
び
七
年
の
十 

ヶ
年
丈
で
あ
っ.
：て
、
他
の
九
ヶ
苹
は
全
く
相
反
す
る
方
向
を
示
し
て
ゐ
る
。.
而
し
て
そ
の
符
合
し
た
十
ヶ
年
に
於
い
て
も
、
金
額
に
於 

い
て
も
一
致
に
近
き
を
示
し
た
年
は
®
く
、多
く
は
兩
苕
間
に
非
常
な
距
り
を
現
は
し

て

ゐ
る

。

斯.
る
質
易
と
金
移
動
と
の
不
一
致
は
、

貿
凝
以
外
f

重

要

な

顏

的

受

識

繁

学

t

I

s

れ
ば
、
葛
さ
れ
る
所
で
t

。
管

ば

、
雷
に
於
い
て
は
E

外
勘
定(

即
ち
無
形
の
貿
易〕

の
受
取
超
過
が
貿
易
入
超
を
決
濟
す
る
の.
に
常
に
役
立
っ
て
居
^
の
で
あ
る
か
ら
、
貿
易
及
び
質
易
外
の 

兩
勘
定
の.
差
額
と
金
流
出
入
と
の
間
に
は
、
如
何
な
る
對
應
關
係
を
荷
す
る
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
然
る
に
此
場
合
に
も
、
兩 

激
の
間
に
對
應
關
係
の
#
し
た
の
は
、.
大
证
三
、
五
、
六
、
八
、
一！ r

昭
和
三
、
四
、
五
、
六
の
九
ヶ
年
丈
で
あ
っ
て
、
殘
る
十
ヶ
年
は
其
不 

一
致
を
示
し
て
ゐ
る
。
茲
に
此
等
の
關
保
を
指
示
す
べ
き
表
を
掲
げ
て
置
か
ぅ
。 
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勿
論
こ
の
場
合
、‘兹
に
取
扱
っ
て
ゐ
る
期
間
の
三
分
の
ニ
は
金
輸
出
禁
止
の
時
期
於
ぁ
っ
た
こ
と
を
、
考
慮
に
容
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

け
れ
ど
も
、
其
他
に
猶
ほ
資
本
の
移
動.
を
逸
す
る
譯
に
は
行
か
ぬ
。
蓋
し
#
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定
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邻1-0

質
^
拟
定
の
M
超
な
る
場
合
に
資
本
勘
宛
が
支
拂
超
過
で
あ
り
、'前
者
の
入
超
な
る
際
に
後
#
が
受
取
超
過
で
あ
れ
ば
、
兩v

晋

間 

に
對
籠
係
が
存
し
て
ゐ
た
も
の
と
言
へ
る
。
而
し
て
右
表
■に
ょ
っ
て
觀
る
に
、
大
戰
期
た
る
大
正
四
-
七
平
の
大
出
超
時
代
に
は
資 

本
勘
f

衰

疆

S

っV

•
前
者Q

收

会

以
5

外
I

Q
S
れ
た
f
 
S
論
し
得
ら
れ
る
。
又

裘

ニ 
T
昭
和
三
平 

の
大
入
超
時
代
に
は
、資
本
勘
宛
の
受
取
超
過
に
侬
賴
し
た
こ
と.
が
、大
體
言へ

..

る
の
で
あ
る
。.
然
る
湯
餘
の
諸
年
に
は
對
廳
係
の 

夜
し
な
い
こ
と
、' <

感

雰

場

合

今

|

同
奪
あ
る
。
而
し
て
斯
る
黯
關
係
の
不
#
を
說
明
す
f

の
は
，
資.
木

證Q

中
に
は 

f

に
全
然
關
係
の
な
い
靡
殊
に
短
期
資
本
の
移
f

包
含
し
て
ゐ
る
矣
ふ
點
に
、
之
を
求
む
.る
こ
と
が
出
來

る

，
。
.
宴

す

る

に

以 

上
の
如
き
諸
關
係
を
靈
す
る
た
め
に
は
、
層
收
支
の
.背
後
馨
す
る
書
の
分
析
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
、
明
か
に
さ
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際
收
支
勘
定
に
現
は
机
る*
本
主
義
的
發
展
形
式
と
我
國
際
收
支
.の
均
衡
形
式

以
上
菩
々
は
、
我
國
大
戰
後
に
於
け
る
國
際
收
支
の
愦
勢
と
其
大
項
問.

に
就
：
い
て
、不
十
分
な
が
ら
考
察
を
加
.へ
た
。
今
此
等
の
收 

一文項
！！！！

を
總
括
し
て
、
大
戰
後
に
於
け
る
我
國
民
經
濟
：の
励
向
を
推
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
た
め
に
、
資
本
生
義
の
發
展
は 

國
際
收
支
の
上
に
如
何
な
る
均
衡
形
式
を
實
現
し
て
ゐ
る
か
を
、
摘
記
す
る
必
要
が
あ
る
。
,

國
際
收
支
の
均
衡
形
式
か
ら
す
れ
ば
、
あ
本
主
義
は
通
例
次
の
四
つ
の
發
展
段
階
に
分
類
せ
ら
れ
る
。⑴

贸

易

勘

矩

資

本

勘

范

、
利

子勘
定 

I

未成熟戗務國支柳超過

-

受
取
超
過
:..'茭
狒
超
過 

II
成熟偾務國受取超過

■受取超過支拂超過

.

.

II

i

熟侦
權國
受取
超過

.

支柳超過受取超過

.

IV
成熟偾權國支
狒超過支泖超
過受取超過
 

(

1〕

拙
眞
國
際
命
融
總
論』

第
六
章
及
び『

國
際
貸
偕
の
：現
狀』

第
二
章
參
照
。

而
し
て
此
等
の
發
股
段
階
に
照
應
す
る
標
準
的
國
際
收
支
勘
定
を
ば
、
蒞
干
國
に
就
い
て
揭
げ
る

_

儒

^

_

頸

拜
^

I
M
I

,

備」

' 
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利
狒
は
資
本
輸
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▼

資
本
の
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給
肖
足
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问
ふ
、
利
拂
は
資
本
輸
入
額
以
上 

利
子
收
入
は
未
だ
傲
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利
子
收
入
は
芑
額
に
上
る

惑
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即
ち
英
吉
利
は
高
度
資
本
主
義
の
成
熟
偾
權
國
で
、
資
本
輸
出
を
年
々
繰
返
し
て
ゐ

る

が
、
之
を
遙
か
に

凌
駕
す
る

累
積
投
資
に
對 

す

る

利
子
收
入
を
有
し
、
且
つ
之
を
商
品
形
式
を
以
て

輸
入
す
る
。
合
衆
國
は
資
本
勘
定
及
び
利
子
勘
免
で
は
英
吉
利
と
大
體
同
檨
で 

ぁ
る
が
、
商
品
勘
定
に
於
い
て
依
然
茛
額
の
出
超
を
有
す
る
0
即
ち
高
度
蓂
本
主
_
で
は
ぁ
る
が
、
猶
ほ
著
し
く
新
資
本
主
義
的
特
徵 

を
具
備
し
た
成
熟
愦
權
國
型
で
ぁ
る
。
獨
乙
は
高
度
资
本
主
義
的
成
熟
.偾
務
國
の
一
型
で
ぁ
つ
て
、
そ
の
負
檐
す
る
利
子
及
び
勞
務
勘

i

定
の
莫
大
な
支
拂
を
ぱ
商
品
輸
.出
又
は
外
資
借
入

、

，
若

し

く

は

そ

の

.
兩
者
に
依
つ..て
：相
殺
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
印
度
及
び
ア
ル
デ

 ̂

ン
テ.
ィ
ン
は
、
累
積
借
入
資
本
に
對
す
る
11
額
の
利
子
負
檐
を
ば
商
品
の
形
式
を
以
て
相
段
し
て
ゐ
る
所
の
、
半
資
本
主
義
的
及
び
新 

資
本
資
義
的
な
成
熟
债
務
國
の
糢
型
と
し
て.
擧
げ
ら
れ
る
。
. 

■

所
で
我
國
際
收
支
勘
定
は
如
何
な
る
型
式
を
瑰
は
し
て
ゐ
る
か
と
耷
ふ
に
、
S

の
諸
表
か
ら
之
を
第
出
表
示
す
れ
ば
次
..の

如

く

で

あ
る

o
.
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言

ふ

專

も

な

くf

及

び

蒼

外

冒

の

差f

し

て

の

資

本

勘I

は

、
議

及

び

霞

に

：
ょ
I

差
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
考

へ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
梅
衡
形
式
は
正
確
と
は
到
底
言
ひ
難
い
け
れ
ど
i

し
右
表
か
ら
概
括
的
な
推
論
I

き
得
る
な
ら
ば
、

大
正 

-

m

て

は

I

は
入
超
で
あ
.つ
た
け
れ
ど
も
、
利
子
支
拂
は
輸
入
資
本
額
を
逾
か
に
起
過
し
、
先
づ
未
成
熟
偾
務
國
か
ら
衣

- 

0

1

^

^

o

f
 

^

■

唐

i

綴

と

I

の
.受

取

疆

I

ょ
つ
て
I

暴

本

雷

高

始

し

た

。
併
し
未
I

I

人
外
S

利
子
負
I

利
子
I

I

過
し
て
ゐ
た
の 

で
.あ
’る
ヵ
も
：

大

體

成

絜

债

務

國

か

ら

急

激

集

成

熟

愦

權

國

に

轉

換

し

つ

、
あ

つ

：た

と

觀

ら

れ

る

。

.

.
續く

大

正

八

年

—

昭

和

三I

に

於

い

て

は

、
，
均

衡

形

式

と

し

て

集

成

熟

愦

菌

型

で

あ

I

れ
f

バ

4
>5 ' ?

、王

義

の

高

度

の

發

展

か

1
1日
っ
' て
、_成
熟
債
務
國
と
し
て
杯
し
た
も
の
と
.推
宛
せ
ら
れ
る
。
.即
ち
異
常
な
貿
易
入
超
の
増
加
は
利
子
負 

撥
と
共
に
、
資
本
の
輸
入
を
著
し
く
必
要
な
ら
し
め
：た
。’
唯
大
正
八
年
の
如
ぐ
入
超
の
比
.較
的
僅
少
で
あ
及
、
.勞
務
の
受
取
超
過
莫
大 

な
卬
に
は
、
殆
ん
ど
資
本
輸
入
を
見
み
こ
と
な
く
し
て
濟
ん
で
ゐ
る
。
更
に
昭
和
四
年
以
降
に
於
い
て
は
、
貿
易
は
依
然
入
超
で
あ
る 

け
れ
ど
も
そ
の
金
額
縮
小
し
、
勞
務
の
受
取
超
過
は
比
較
的
に
增
加
を
示
し
又
は
減
退
を
示
し
て
居
ら
ぬ
か
ら
、
若
干
の
資
本
輸
出
さ 

へ
行
は
れ
て
ゐ
'る
ヶ
勿
論
こ
の
資
本
流
出
は
.金
に
於
け
る
著
し
い
流
出
に
も
員
ふ
.も
の

で
あ
る
が
、
.全
體
と
し
て
觀
て
、
高
度
資
本
主 

義
的
成
熟
偾
務
國
か
ら
未
成
熱
偾
權
國
へ
の
轉
換
期
に
入
つ
て
ゐ
る
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。：

：：
：
.
：

;

斯
る
轉
換
期
の
檨
相
は
資
本
勘
定
そ
の
も
の
丈
か
ら
も
推
知
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
即
ち
外
國
人
及
び
本
邦
人
の
木
邦
又
は
外
國
に 

於
け
る
放
資
の
囘
收
を
別
と
し
て
、
資
本
の
輸
出
と
輸
入
と
を
比
較
す
る
.と
、
大
戰
ホ
及
び
後
に
於
け
る
.斷
然
た
る
輸
出
超
過
は
震
災 

苹
ま
で
.繼
續
し
た
が
、
翌
一
三
年
か
ら
は
輸
入
超
過
に
變
り
、
更
に
近
年
洱
び
輸
出
超
過
の
方
向
に
進
ん
で
ゐ
る
。
左
表
は
そ
の
實
數 

で
あ
る
。
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.
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を
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較
し
、
前
渚
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噼
;

即
ち
大
戰
以
來
の
對
外
投
資
超
：過
が
姑
ら.
く
外
資
借
入
超
過
に
逆.
轉
し
、.
更
に
對
外
投
資
超
過
IC
#
轉

し

つ

、
あ
'る
。
.
併

し

な

が

ら 

. 

國
際
收
史
勘
定
ょ
リ
觀
た
る
我
國
民
經
濟
の
世
界
大
_
後
に
於
け
る
推
移 

1
6九

(
1
1
.
1

九
.
！)



-'. 

V
 

.

 

.

■

-.
:
.::
 

.:

'
..

'.
'

'

:
 
:

■
'
.

' 

.

*

酿
收
史
傲
宛
ょ
.り

觀

た

る

我

跻

民

馨

<?
>

*

界

：
大

戰

後

^

於

け

る

播

移
 

バ

ニ
 

o 

(.一

ニ

九

：

11)

; 

,

舊
來
海
外
が
ら
惜
入
枚
だ
賢
本
は
祟
增
し
て
居
を
如
ら
、
：
之

'ぬ
對
す
ぎ
利
子
負2
1

^

利
：子
收
人
を
ば
侬
然
と
し
て
遙
か
に
凌
駕
し
て

ゐ
る
o_
 

\

• 

.

.

.

.

.

. 

■ 

.
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■
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.
,

備
考
其
差
引
額
は

*=
3日
本
國
際
收
茭
均
衡
形
式』

表
に
揭
げ
ら
れ
て
ゐ
る
0 

*
昭
和
七
年
の
利
子
及
び
配
當
勘
定
は
海
外
察
槳
收
益
を
含
み
、
前 

年
分
と
計
算
を
異
に
す
。

即
ち
利
子
收
入
は
年
々
ニ
千
萬
圓
程
度
で
：あ
る
に
對
し
て
支
拂
は
一
億
圓
內
外
で
あ
り
、
昭

和

六

年

に

は

差
^!
七

干

二

百

萬

圆

の

支 

拂
超
過
と
な
つ
て
ゐ
る
。

:.

■

以
上
の
資
本
勘
楚
及
び
利
子
勘
定
の
様
相
は
、
前
者
が
.债
務
國
か

ら傻
權
國
ベ
の
進
展
.を
表
は
し
初
め
て
居
る
に
枸
ら
ず
、
後
者
は

猶
ほ
依
然
國
際
貸
借
上
僙
務
國
た
る
の
地
位
を
明
示
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
國
際
收
支
均
衡
形
式
か
ら
の
推
定
を
襄
書
し
て
居
る
の
で
あ 

る
.
o
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最
後
に一

言
附
加
す
る
こ
と
は
、
如
上
の
若
干
の
分
析
と
推
論
は
主
と
し
て
國
際
收
支
か
ら
試
み
た
と
云
ふ
こ
と
で
I

O
故
に
我 

國
民
經
濟
の
世
报
經
濟
的
關
聯Q

象
を
確
證
す
る
た
め
に
は
、
猶
ほ
幾
多
の
對
外
的
及
び
國
內
的
條
件
を
併
は
せ
考
慮
し
な

け

れ

ば

利子及配當勘定
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な
ら
ぬ
美

ふ
こ
と
で
f

。
こ
の
事
は
本
稿
の
初
め
I

指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
f

i

た
期
間
は
世
界
大
戰
以
降
で 

あ
る
が
、
大

賢

降
I

け
る
推
I

大
戰
以
f

於
け
I

f
霞

氣

る

、I

が
I

し
、
i

外
國

S

I
豪

定

と
の
。 

セ
較
は
我
麗
囊
組
織
の
特
徵
を
明
確
に
把
■

し
む
る
所
以
と
な
る
。併
し
な
が
ら
此
等
o
&
f

の

響

l
i

で
あ

a

九
三
三
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